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本論文は，IV部・10章で構成されている，

第I部（第1章）は，実質的な作業にさきだって，比較作業のもつ意義と方法の検討がおこなわれる，

旧石器時代の研究をおこなう場合，自然史と人類史の比較対照という視点も必要となり，両者が重層性・

累積性を持っものとして扱う必要があることを指掃rずる，世界各地に分布している資料を比較する場合，

分布論を構成する理論・実践の手法が未開拓であり，空間と時間を厳密に限定し，その枠内で作業を展

開する必要性のあることも指摘される．

  第I【部（第2～4章）では，骨の変形・破砕・風化などの現象にかかわる基礎的なデータが提示される，

第2章では，1910年代の人工・自然破砕の論争から，現在の研究の成立までの流れが紹介される．第3

章では，打製骨器の主要な原料となるスパイラル剥片の定義をおこない，それがパイプ状の構造をもつ

骨（管状骨）から骨髄を摘出する目的で打撃をくわえた際に形成されることを指摘し，ウシの骨を対

象とた変形・破砕の実験結果にもとづいて，スパイラル剥片が動的な加撃によって形成されることを証

明する．さらに第4章では，アメリカ合衆国ワイオミング州キャスパ1意跡の資料の観察にもとづいて

実験結果を裏づけ，スパイラル剥片に詳細な観察をくわえる．さらに，実験では観察できなかった風化

にともなう骨の劣化のプ口セス，打製骨器製作の様相を具体的に検討し，打製骨器にも石器と同様の手

法で製作されたCurated Tool，破砕をうけた骨そのものや簡単に加工した＆pedi弧T（dのふたつのカテ

ゴリーがあるが，前者はきわめて稀な存在で，後者が圧倒的な比率を占めることをあきらかにする，

  第m部（第5～8章）の内容は，打製骨器の具体的な記述・検討である，第5章の冒頭でドイツ語圏で

の研究の流れを概観したのち，打製骨器の素材（管状骨・長骨剥片），二次加工・研磨の状態（片面・両

面）を基礎的な基準とし，さらに石器と対応する形態をもっものは対応する石器の名称を準備するとい

う二重の分類枠を適用することを提案する．続けて，前期・中期・後期旧石器時代の区分に触れ，ルヴ

アロア技法の一般化を中期旧石器の指標として，およそ30万年前・酸素同位体ステージ（I）9まで

を前期旧石器・それ以後を中期旧石器とすること，石刃技法の盛行を指標として，〔）IS3の中葉・約4

万年前を中期・後期旧石器の境界とすることを述べたのち，具体例の記述・検討にはいる，

  ヨー口ッパで最古の打製骨器が出土しているフォンタナ・ラヌッツィオ遺跡（イタリア）をはじめ，

前期旧石器時代5遺跡，中期旧石器時代3遺跡，後期旧石器時代1遺跡の事例の紹介が行なわれる，

  前期旧石器時代の事例としては，継続的な調査が行われているピルツィンクスレーベン遺跡が詳細に

紹介されている．この遺跡は，約40万年前の温暖期のもので，湖畔に立地しており，湖岸の活動ゾーン・

住居跡と炉跡ゾーン・作業場ゾーン・中央部の礫敷きゾーンなどのことなった活動域が識別されている，

住居はプランが楕円形のもの1基・円形のもの．2基で，径3～4mで，出入り口に接して炉が作られて

いる．多量の石器が出土しているが，ハンガリーのヴェルテシュセレーシュと同様にきわめて小形で，

狩猟具というよりは工具と考えるべきだという，打製骨器は130点出土しており，二次加工のある剥片

についで，スクレイパー・楔が多いが形の整ったハンドアックスも1点出土している，骨器の素材は

アンティクウス象が90％を占めるが，出土している獣骨のうちもっとも多いのは犀（27ワ。）で，象は11％

に過ぎない．骨の緻密質の厚い象の意図的な選択は，フォンタナ・ラヌッツイオ，カステル・ディ・グ

イード，ケアリッヒなどの諸遺跡と共通する，そして，レーデ，ヴァインベルクなどの諸遺跡の資料か

ら，中期旧石器時代にアンティクウス象が絶滅すると，マンモスが利用されるようになるという状況を



うかがうことカrできる．

  打製骨器は，ヨー口ッバでも後期旧石器時代初頭まで製作・使用されていた．この時期は，磨製骨器

が普及する時期でもあるが，その出現は中期旧石器時代にさかのぼり，グ口ーセ・グ口ッテ洞穴，フォ

ーゲルヘルト洞穴など，ムスティエ期の遺跡から磨製骨製尖頭器が出土しており，中期旧石器時代末期

か ら後期旧石器時代初期にかけて，打製・磨製の共存する時期を想定することができる，

  後期旧石器時代に入って磨製骨器が普及する原因は，溝切り技法の確立に求められる．骨器の原料に

平行な溝を切り，骨・角・牙などの楔を打ち込んで板状の素材を生産するもので，溝切りには石刃を素

材とする工具カ坏可欠な存在となる，つまり，オーリニヤック文化期に石刃技法が確立した結果，磨製

骨器が普及し，本格的な耐久性の高い道具CUIated Tooとしての磨製骨器が普及したことが，画期的な

意味を持っていたことを指摘する．

  第6章では，インド・中国・韓国・シベリア等，アジア各地の資料を検討・紹介する，スクレイパー・

尖頭器などが中心となり，石器と共通する形態のものは見られない，これは，中国・金牛山をのぞけば

大部分の資料が後期旧石器時代のものであることによる．そして，東アジアでは，ロシア・ベレリョフ

遺跡（約12卿年前）のように，後期旧石器時代末期まで打製骨器が用いられていることが地域的な特

徴で，さきに指摘したヨーロッパでの動向とは一致しない，マンモスなど大形草食獣の絶滅がヨーロッ

パ よ り 遅れ る こ とが 原 因 とな っ て い る可 能 性 を指 摘 す るが ， 確 定的 と は 言えな い．

  第7章では，はじめに日本での打製骨器研究の状況を紹介し，長野県立が鼻遺跡（野尻湖底）の調査

成果とともに打製骨器の内容を紹介し，遺跡の性格に検討をくわえる．立が鼻遺跡の堆積層は上部・中

部・下部に大別され，上層が16，000～39，000年前，中層が41，000年前後，下層が43，0叩～瓢000年前とい

う年代測定結果が得られている．動物化石は，ナウマン象の比率が圧倒的に高く，オオツノジカがこれ

に次ぐ．打製骨器は，中層下部と下層上部から検出されており，素材はいずれもゾウで，二次加工のあ

る剥片がもっとも多く，スクレイパーがこれにっく゛が，骨製クリーヴァーが一例出土しており，これに

スクレイバー・錐などの石器がともなう．

  小野氏は，立が鼻遺跡で生活面が保存されていると解釈できる場合があることを指摘し，中層下部の，

1個体分のナウマンゾウ遺体の周辺から骨製クリーヴァー・骨剥片とチップが石器とともに出土してい

る事例に注目を向ける，この地点を中心として長さ40m．幅10～15mの範囲に，頭骨・肋骨・四肢骨な

どがブ口ック状に集中しており，頭骨とともに槍の可能性のある木器が出土している．小野氏は，出土

している象の遺体が同一個体に由来し，肉食獣の噛み痕もないことから，この部分が狩猟解体場Km．

h耐崗ngSiteであると判断をしめす．さらに骨製クリーヴァー製作にともなうチップの存在にもとづぃ

て，狩猟・解体によって打製骨器素材を獲得し，それを加工した道具を用いてさらに解体作業をすすめ

る，という循環的なプ口セスが成立していること指摘する，

  第8章では，前半で打製骨器の素材と形態をめぐる問題，後半で骨器・木器・石器の相互関係の問題

に検討をくわえ，第m部を総括する，まず，ビルツインクスレーベン，立が鼻遺跡，キャスパーなどの

資料から，きわめて少数の石器と対応するもの，大多数を占める使い捨ての不定形のもの，さらに圧倒

的な比率を占める破砕骨片というのが，地域にも年代にもかかわりのない普遍的な状況であると指摘す

る，っづいて僅少ながら見出される石器と対応可能な形態の打製骨器が，打製石器製作のなかで形成さ

れた規範をことなった素材に適用したものであることを指摘し，技術的・形態的な共通性の反面で，異

質な素材を採用した結果，異なる機能を果たしていることを指摘する，

  後半部では，はじめにニーダーザクセン州シェーニンゲンで発見された約400．∞年前の狩猟解体場の

事例を中Jふとして，動物遺体・木製の槍・石製スクレイパーのあいだに，狩猟対象・狩猟用具・狩猟用

具の工具という有機的な関係を想定できることを指摘する．っづけてシェーニンゲン・ピルツインクス

レーペン・ヴェルテシュセレーシュなどの石器の検討にもとづいて，木製の槍が唯一の効果的な狩猟用

具で，石器は槍の加工・解体処理に用いられていたという見解を導く．そしてフリソンによる解体実験

の結果にもとづいて，打製骨器が解体処理に効果を発揮することを指摘したのち，マーニアが提案した

  「道具の作り分け・使い分けモデル」に批判的な検討をくわえ，すでに発達したホモ・エレクトゥスの

段階には，対象の違いにもとづく骨器・木器・石器の使い分けが確立しており，中期旧石器時代以降に

も基本的に踏襲されて行くことを指摘する．
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  第9章では ，現 生デー タによ る古生 態復原 の基 盤が「 斉一性 原理」 にあ ること を指摘したのち，アフリ

カゾウ ・アジ アゾ ウの生 態に関 するデ ータ を検討 し，日 常的な 行動圏 と特 定の条 件のも とでの 長距 離移

動とい うふた つの 要因が ，ゾウ の行動 範囲 を決定 してし ゝることを指摘する．そして野尻湖周辺に生息し

ていた ナウマ ンゾ ウの古 生態の 復原に は， 起伏に 富んだ 地域に 生息し ，山 地を超 えて移 動する 南イ ンド

のアジ アゾウ の観 察デ一 夕が， 平坦な 乾燥 地域に 生息す るアフ リカゾ ウよ り適合 的であ ると判 断す る．

その前 提のも とに ，野尻 湖と武 蔵野台 地と の距離 にもっ づいて 最大移 動距 離160 -200km，高温 季の野尻

湖 周辺 ・ 低 温 季 の武 蔵 野 台 地 ，こ の ふ た つの 生息圏 のあ いだの 季節的 移動と いう モデル を提案 する．

  第10章 では， 仮説の追証／反証．「中位理論」をめく゛る問題・自然の支配／自然への適応のテーマにそ

っ て理 論 的 な 検 討が 行 われ， 第9章まで の具体 的な叙 述・ 分析の 成果を 整理・ 統合 する， 小野氏 は，考

古学が ，生物 学な どと同 様，経 験科学 であ り，デ ー夕群 の性質 によっ て追 証／反 証のプ 口セス に一 種の

非対称 性が介 在す ること を，氏 自身が 提示 した野 尻湖周 辺のゾウの古生態モデルにもとづぃて指摘する，

っ づけ て ， 武 谷 三男 の 認識の 3段 階論を 援用し ，現象 論・ 実体論 ・本質 論をビ ンフ オード の理論 階梯に

対置す る，そ して ，考古 学の場 合，「 法則 」も経 験則の レベルにとどまるのであって，本質論には目的論

が滑り こむ危 険が 大きく ，実体 論の段 階の 多様陸 をみと める， その限 界を 追求す ること が生産 的で あっ

て ， 本 質 論 は フ イ ー ド ・ パ ッ ク の 参 照 点 と し て 機 能 を 期 待 す べ き だ ， と の 見 解 を し め す ．

  打製 骨器を 対象と した研 究は， 傍流 という よりも ，学界 の関 心の対 象外に あるの が現状 であ る，この

ような状況のもとで小野氏が打製骨器を関心の中心に据え，英文サブタイル(an altemative perspoctive on

palaeolithic)にあ るよう に，異 なっ た視点からの旧石器社会像の構成を試みたことは，まことにユニーク

で 野 心 的 で さ え あ る と い え る ． 本 委 員 会 は ， 第 一 に こ こ に 見 ら れ る 氏 の 意 欲 を 高 く 評 価す る ，

  打製 骨器の 存在を 強調す る研究 者は 皆無で はない ．とく に北米大陸では，いわゆるFirst Americanの問

題とか らめて ，打 製骨器 の存在 を強調 する 研究者 がいる ，しか しその 大部 分は経 験的あ るいは 主観 的な

判断に もとづ ぃて おり， 十分な 説得陸 がと ばしい ．氏は ，先行 研究の 成果 を消化 すると ともに ，み ずか

ら実験 研究を おこ ない， そこで 得られ た所 見を， 北米大 陸のパ レオイ ンデ ィアン 期のキ ャスパ ー遺 跡資

料を検 討する こと によっ て，補 強・補 足し ，骨の 変形・ 破砕・ 劣化等 ，打 製骨器 研究の 基礎と なる デ一

夕群を 学界共 通の 財産と して提 示して いる ，委員 会はこ の点も 本論文 の重 要な意 味であ ると評 価す る，

  氏の 分析に よって，打製骨器のふたつのカテゴル一，すなわちCurated1、oコlとExpedient Toolがことな

った歴 史的な 意味 を持っ ている ことが 明ら かにな る，石 器と対応する形態をそなえたCLUated Toolは，す

でにホ モ・工 レク トゥス 段階か ら解体 処理 のため の道具 として ，道具 の作 り分け ・使い 分けの シス テム

のなか で明確 な位 置を占 めてい る．し かし ，後期 旧石器 時代に 石刃技 法が 成立・ 普及す るとと もに ，狩

猟用具 として の磨 製尖頭 器に特 化し， ヨー 口ッパ では急 速に消滅してゆく，一方，Expehen．t110dはパレ

オイン ディア ン期 ，すな わち北 米大陸 で後 期旧石 器時代 末期に 対比さ れる 時期ま で存続 し，そ れ以 後も

狩猟民 社会で 存続 するこ とが予 想され る， ここで ，QlmtedT（dの生 産・使 用のな かで石 刃技法 が果 した

役割が 浮かび 上が り，石 刃技法 の出現 を指 標とす る旧石 器時代 の画期 の設 定が妥 当なも のであ るこ とを

確認す ること がで きる． ことな った視 点か らの旧 石器時 代像の 提示， とい う氏の 意図は 十分に 実現 して

いると いえる ．武 谷の三 段階認 識論に もと づく考 古学の 理論的 側面に かか わる氏 の見解 もユニ ーク なも

のであ り，議 論の ための 議論で はなく ，研 究内容 を豊か なもの にする とい う目的 を前提 とした 生産 的な

議論の展開を目指す姿勢が明確になっている．

  批 判 を く わえ る 余 地が ないわ けで はない ．第1章で 氏が提 案する 比較の 方法 は’氏 が比較 考古学 に言

及して いるに もか かわら ず，き わめて 正統 的な考 古学研 究の枠 組みに とど まって いる， その結 果， 打製

骨 器の な か の O］悶 制 TOolとExp鹹entT∞1のこと なった 意味が ，読 者の読 みとり に任さ れて いると 批判

することもできよう．

  しか しこれ は，す でに指 摘した 本論 文の積 極的な 意味に くらべてマイナーな問題である，本委員会は，

この論 文が博 士（ 文学） の学位 を授与 する に充分 な内容 を備え ている 点で 全員の 見解の 一致を 見た 次第

である，
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学位論文審査の要旨

主査  教授  林  謙作
副査  教授  菊地俊彦
副査  助教授  小杉  康

学 位 論 文 題 名

打製骨器論―旧石器時代の探究

  本論文の意図は，旧石器時代の打製骨器をめぐる諸問題を検討し，旧石器文化に新しい視点から検

討を加えることにある．後期旧石器時代以降に顕著な存在となる磨製骨器については，すでに膨大な

研究の蓄積があるが，打製骨器に対する関心は低調であり，本格的な研究はきわめて少ない．

  小野氏は，まず牛骨を対象として，荷重・加撃による骨の変形゜破砕過程の実験をおこない，人為

的に破砕された骨の特徴を把握する．ついで北米パレオインディアン期のキャスパー遺跡の資料を検

討し，実験結果の裏づけをおこなうとともに，実験によっては観察できなかった経年変化による骨の

劣化にともなう現象をも観察記載する．

  打製骨器の具体的な記述分析のなかでは，中欧を中心とするヨー口ッバの資料にもとづいて，圧倒

的な比率を占める人為的に破砕した骨片，やや多数の二次加工のある骨器，ごく少数の石器と共通す

る形態の骨器という構成が普遍的な姿であること，中期旧石器時代末期・後期旧石器時代初期が，打

製・磨製の骨器の移行期にあたり，後期旧石器時代に入って溝切り技法の確立とともに，ヨーロッパ

では打製骨器は急速に消滅にむかうことが明らかにされる．これに対して，インド亜大陸をふくむア

ジアでは，後期旧石器時代に入っても打製骨器が残存し，シベリアでは更新世末期の事例も報告され

ているが，その原因はまだ明らかでない．日本では，長野県立が鼻遺跡（野尻湖底）の資料のなかに

骨製クリーヴァーなど原位置を保っている資料カ靖！在することを指摘し，この遺跡がナウマンゾウを

対象とした狩猟・解体の場であったことを論証する．そしてドイツ・ビルツインクスレーベンの資料

にもとづくマーニアの提出したモデルに検討をくわえ，前期旧石器時代のホモ゜工レクトゥス段階で，

すでに労働対象による道具の作り分け・使い分けが確立していたこと，そのなかで打製骨器は狩猟獣

の解体を主要な用途としていたが，石刃技法の確立とともに石製工具・骨製工具が発達した結果，溝切り

技法による磨製尖頭器が骨器の主流を占めるにいたり，ヨー口ッパでは打製骨器は急激に凋落するこ

とを指摘する．

  ついで，アフリカ象゜アジア象の生態に関するデータを紹介・検討し，象の行動が日常的な行動圏の

なかと．周期的な長距離移動のふたつの要因を含むことを指摘し，それにもとづいて野尻湖周辺にナウ

マン象が生息したのは高温季に限られ，低温季には武蔵野台地に移動した，という仮説を提示し，．これ

によって，北関東地方の大規模な旧石器時代遺跡の存在を説明できることを指摘する，さらに，この

仮説の論証を例として，武谷三男の認識の三段階論を援用して，メ夕・セオリーへの接近を強調する

ビンフオードの主張に批判をくわえ，考古学が経験科学である以上，実体論の段階での分析・仮説の

構築が，もっとも生産的であるとの主張を展開する．
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本論文は，これまで注目を浴びることの少なかった打製骨器に焦点をあて，明確な判定と分類の基準

を提示し，あわせて打製骨器の主要な機能とその歴史的な意味を明らかにしている．審査委員一同は，

こ の論 文の 内容 が博 士（ 文学 ）の 学位 を 授与 するに十分なものと意見の一致を見た．
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